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～平成24年度 かわさき市民公益活動助成金事業～

地域交通の安心・快適と環境配慮をすすめる政策提案型市民活動

川崎駅東口・新川通りでの運行実験の様子
（2012年10月20日撮影）

経済経営学部
小林猛久研究室

高齢者移動支援と
地域活性化に役立つ
「自転車タクシー」提案
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本事業の目的と内容

■本事業の狙い
徒歩と公共交通の間をつなぐ補助的な公共交通サービスを提案することで、
人と環境にやさしく、いつまでも安心して住み続けられる地域づくりに貢献

■継続的な運行に向けて
試乗会で手応えは得られたが、運行ノウハウの習得や

商店街や地元企業等と協力体制の構築などの課題が残る。

■これまでの事業展開（平成23年度）
●試乗会（3回）・アンケート…… 需要調査、地元企業等への広報
●イベント出展（7回）…………… 市民への広報
●先進事例視察（3回）…………… 他地域の先進事例に学ぶ



20130414 - 3

協賛企業の広告を掲載

事業報告(1)運行実験と協賛募集
◆運行実験とイベント出展 ◆協賛の募集

10月＠川崎区・川崎駅東口「いいじゃん・かわさき」パレードを先導

11月＠幸区日吉地区（写真は夢見ヶ崎動物公園）
12月＠中原区今井・井田地区
（写真は国際交流センター）

10～12月
3区で実施

企業4社と
4商店街等

広報資料
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各種調整からスタッフ研修までのノウハウを習得。

また、より安全な運行のため研修課程を強化。全国初

となる自転車タクシーの交通ルール教習課程を策定。

事業報告(2)運行ノウハウ習得と地域間連絡会

◆運行ノウハウの習得、安全運行の強化

◆地域間連絡会を通し協力関係を発展
スタッフ研修や車両、賠償責任保険など、事業実施に

伴い地域を問わず共通する課題に取り組む「連絡会」
交通ルール教習課程を策定

（2＋1回）

練馬区で始まった事業者を訪問し、荷物運搬の可能性も模索

を立ち上げ、協力体制を確立。情報交換や相互協力に

より川崎市内での安全運行とノウハウ習得を実現。

主な協力内容と参加団体
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実施中に浮上した課題には臨機応変に対応
◆以前の車両は老朽化し製造計画無し ⇒ 最新型の車両を探して借用
◆従来の交通ルール指導が経験則偏重になっていた
⇒ 専門家の指導を受け、全国初の交通ルール教程を策定

◆研修期間の長期化 ⇒ 運行実験をイベント開催期間に合わせて集中
実施し、多くの市民へのPRと乗客確保を両立

●地域が主体的に本事業に取り組んでゆくために、地域間連絡会の
枠組みを最大限に活用して協力関係を構築

人と環境にやさしい自転車タクシーを、より安全・確実に運行するために実施した様々な工夫
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本事業の成果と課題

●市民団体・大学・企業・商店街の連携で事業が実現
市民団体と大学研究室の連携により実現した事業が、

地域の企業や商店街の協力によりさらに発展した。

■運行拠点の確保、地域により異なる需要への対応

●エコで楽しい乗り物として評価が高まる
前年度よりも「自転車タクシー」への関心が高まり、

運行地域を拡大することができた。

また、川崎市の「スマートライフスタイル大賞」
優秀賞を共同受賞するなど、エコで楽しい乗り物という評価が定着。

運行は協力商店街等の拠点が中心になるが、地域によっては子どもの

需要が高いなど、運行地域に応じたきめ細かな取り組みが必要。
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今後の事業展開

◆商店街などとの協力体制の構築へ

23年度

24年度

25年度

まずは知ってもらう

運行ノウハウの習得
と協力・協賛の募集

継続に向け商店街との
協力を構築

継続的な運行には、拠点になる場所が必要

になることから、関心の高い商店街などと
協力しての事業展開を模索する。

翌年度は…
（予定）

試乗会・運行実験
市民向けの広報
協力・協賛の獲得
地域間連絡会、
運行ノウハウ習得

23年度 24年度 25年度以降
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～平成24年度 かわさき市民公益活動助成金事業報告会～

地域交通の安心・快適と環境配慮をすすめる政策提案型市民活動

経済経営学部
小林猛久研究室

人と環境にやさしく、誰もが安心で快適なまちにするために―

ありがとうございました


